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重視し、地域開発ＮＧＯの障害課題への取り組みを促すひとつの手法である。障害者へのアプローチとして先進国で 近年 施設の建物の中ではなく、障害者 住む地域での活動を重視する「地域に根ざしたリハビリテーション（ＣＢＲ） 」が指向されてきた。しかしこの方法を、先進国と全く異なる環境の開





























を共にし、彼らの知識の深さや地域の人々の生活を見渡す広い視野、そして献身的な態度に非常に心を打たれた。しかしそれよりも強く印象づけられたのは、地域に住む障害者、中でも聴覚障害者の孤立と、おそらくはそのことによる受動的態度であった。例えば写真に示した聴覚障害者のルプラルさんは、ＧＵＫスタッフのソヘルさんの手話を見つめるだけで、自分から手話で返事をするのはまれであった。そして、だいたい何をする も（手話を使わない）家族の指示 動いてい 様子であった。これは日本で、そして首都 ダッカでも手話で能弁に会話を交わす「ろう 」達を見慣れた筆者にとって、とても理解しが
たいことであった。なぜルプラルさんはもっと手話を勉強しようとか、手話で話しかけようと思わな のだろうか。　
その原因はどうも「周囲に
手話を使える人がほとんど皆無」という環境に起因しているようであった。 い のは その地域は他に五人の聴覚障害者が住んでいるが、歩いて会いに行くには遠すぎたり、性別や年齢層がかなり異なっていて し相手 なりにくかったりするので、ルプラルさんが一生懸命手話を勉強しようとす 誘因に欠けてい の ある。日本やダッカ おい 、ろ 学校 通うことによって同世代の聴覚障害者と知り合
い、彼らとの人間関係を深めるため、自然に手話をマスターすることになる。しかしそのような環境にないバングラデシュの農村地域の障害者は、仲間作りをすることすら、かなりの努力を要することな である。　
これは程度の差こそあれ、開発途上国の農
村に共通する問題のよう 思われた。も もと交通や通信が整備されていない地域 は、


















は、障害者に対して尽くそう するあまり、障害者の自立を促す指向性が、バングラデシュのＮＧＯ全体に薄いことである。 ＣＡＨＤによって、障害に対するアプローチが農村 ま
で広がりつつある現在、障害者自立のためにどのような方向付けをすべきかが、バングラデシュの次なる課題となる。
